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はじめに
　2010年 8月文部科学省の科研助成により中国吉林省の長春市および吉林市へ資料調査に出かけ
た。この出張では吉林市図書館・長春市図書館の資料調査をその目的のひとつにおいていたのだが、
吉林市図書館での資料調査が不首尾となり、旅程のうちの丸一日を満洲時代の史蹟巡覧とその記録
に切り替えることとなった。そのときのいわば「体勢立て直し」の思考過程で、終戦時新京での資
料を巡る２、３の出来事を、この都市の成り立ちとともに展示として表現できるのではないかと考
えたのであった。
　旧満洲地域の資料調査の旅程にあっては、いつものことだが調査に出向いた図書館の閉室後の夕
刻や、休室となる水曜日午後および土曜日・日曜日に満洲時代の史蹟巡覧に使っている。今回もそ
のつもりで、事前に、北小路健編集　渡部まなぶ写真撮影『1982長春・吉林』（国書刊行会　1982）の
中から関連写真をコピーし、それを持参してきていた。
　実はこの写真集の著者北小路健は、終戦直前の時期に新京特別市に設置された満洲出版文化研究
所に勤務し敗戦を迎えた国文学者である。そしてあろうことか敗戦直後ソビエト軍の南下に遭遇し
て、家屋を接収され、その際に和本 7,000冊を含む合計 13,000冊をソビエト軍兵士によって焼か
れたという体験をもっていたのであった（『古文書の面白さ』　新潮社　1984　新潮選書）。

　これまでわたしは、自著の中で、この北小路の「蔵書が焼かれる」という体験について幾度か言
及をさせてもらってきた。そしてわたしは、この「蔵書が焼かれる」「蔵書が遺される」という事態を、
自身の勉学の中核に据え、そのモチーフ持続の原動力としてきたのであった。
　この北小路は、終戦時すべての蔵書を焼かれた後の失意のなかで、敗戦下長春（旧新京）の町で生
き抜くために豚肉を売って歩き、かろうじて生計を立てた。また日本への引き揚げを直前にして、
大連の母親に会わんがために妻子ともども長春から大連への決死の南下を敢行する。そして九死に
一生を得て母親と再会し、ようやく内地へと引き揚げることができたのである。
　日本への引き揚げ後の氏の労苦も想像を絶するものであったが、かれは大学に職を得ることもせ
ず在野の研究者として生涯を貫き、敗戦下長春で再読した島崎藤村「夜明け前」の文献学的研究を
展開する。そして国文学や地方史学、文書学などの分野で志を捨てることなく学究の道を貫徹した
のであった。
　こうした北小路健が編纂した写真集（『1982長春・吉林』）の写真を参考にしながら吉林や長春を巡
覧し調査するということには何か因縁があるようにも思い、また吉林市図書館の不首尾にも関わら
ず、おそらくこの調査と巡覧と記録の旅程は意義あるものとして結実するだろう、この終戦時長春
の資料の命運についての展示も可能かもしれない、そんな気分を持ちながら町を歩いたのであった。

　あわせて述べてみるとしたら、敗戦下の長春（新京）にあっては、この北小路の「蔵書を焼かれる」
という衝撃的な事実とは対極の、というよりも捩れながらも隣り合わせに位置するというべきか、
そんな「資料・文物を残す」という営為も存在していたのであった。それは、杉村勇造や三枝朝四
郎・江上波夫らによる活動で、敗戦下長春（新京）において、残留日本人の間を回り、所蔵する文物・
資料を収集し、それをまとめて目録として作成し、さいごに展覧会までを開催して中国側に引き渡
したというものであった。それは「文化財処理委員会」と称しておこなわれた活動であり、戦前期
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満洲で研究活動や文化運動を展開してきた文化人たちの、やむにやまれぬ文物・資料への思いに根
ざした、収集と展覧と目録作成と寄贈といった一連のプロセスであった。
　敗戦直後に長春の町で暮らした木山捷平は、終戦時の雰囲気をこう語っている。

敗戦直後、こういった種類の日用品がばたばた売りに出されて、市場にだぶついた。だぶつくものは二束三文に取

引されるのが経済法則である。なかでもひどいのが日本の琴と茶器であった（『長春五馬路』）

　いずれ引き揚げにあたっては、満洲時代に所持していた資料や文物は持ち帰ることが叶わぬ状況
にもあり、そうしたなかで書物や文物など、廃棄され壊されてしまうには忍びないという気持ちか
ら、それらを集めてまとめ、なんとか残すための努力をしたというわけである。
　図書館や博物館といった公的機関にあっては、蔵書の収集と整理、その利用や保存といった作業
は、いわば「正規の決め事」である。それが敗戦時の接収やそれ以降の変転のすえ、現在にいたる
保存継承、といった変則的な過程をたどったにしても、それはやはり正式な機関が決定した「出来事」
であった。これら蔵書の変転や遺蔵のプロセスについてはこれまでに拙著などに論述してきたとこ
ろだ（『満鉄図書館刊行物一覧』1990年、『遺された蔵書』1994年、『満洲国資料集積概観』2004年、『日満文化協会の歴

史』2006年、『展示図録　満洲の図書館』2010年）。
　しかしながらこの終戦時長春の「文化財処理委員会」の営為は、図書館や博物館での資料・文物
の収集や整理・保存という「正規の決め事」とはまた別のものであった。同じような手順を踏みな
がらも、それは満洲での図書館・博物館の活動を裏面から投影したような、収集と継承への努力で
あった。「文化財処理委員会」と委員会の名称が附されてはいるもののこれはほとんど個人的な営
為であり、まさに戦前期満洲国都新京においての、資料の収集や保存を巡る文化活動を、終戦期の
わずかな期間に凝縮し、逆照射するかのような象徴的な行為であり、それはある種の後始末という
か、総括としての活動であったといってよいだろうと思う。
　そこには満洲国建国後に新たに建設された国都新京の都市的性格もいささかなりとも影を落としている
のかと思う。新京では旧来の長春城内と満鉄附属地・商埠地、それに加えて「新市街」が開発されてきた。
新市街には官衙が建ち並び、各種大学や官僚養成の学院が創設され、帝宮建設も予定された。こうした
新京では、「協和服」に象徴される「新京イデオロギー」と言われる色合いが濃厚で、そこでは建国精神
や協和理念が熱く語られたとされる（北村謙次郎『北邊慕情記』大学書房　1960）。しかしながらこれには北村も
慎重に留保を加えているように、この考えはあくまでも概括的なもので、例えば大連と比して二項対立的
に分類されるべきではない。「オールドリベラリスト」風情の人士も新京には意外に多く存在していたとさ
れるのである。このように錯綜した国都新京の都市的性格も、これら文化財処理の活動を展開しようとし
た人たちに影響を与えているのではないかと思う。深く長く潜水した者は水面に上ったとき、大きな呼気
吸気をする。この「深く」の意味についてはもう少し正確な議論が必要であろうし、また個々の人物論を
待たねばならぬだろうが、ここに登場する幾人かの人物は、満洲国では水面から深く潜行して活動した人
物であったと言ってよいかと思っている。

　こうしたモチーフをかかえ、ともあれこの展示では、終戦時長春での、資料の命運をめぐる２、
３の出来事について、資料と写真・地図などをもとに構成し展示をおこなってみたいと考える。問
題意識の先行した展示でいささか堅苦しいものとなるが、戦前期「外地」の資料をめぐる諸課題の
うち根源的な問題もいくつかはらんでいると考え、展示を計画した次第である。
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１.　長春の町の歴史
　新京という呼称は、満洲国建国後にこれを国都
と定めて名づけたものであり、長春というのが元
来の名称である。満洲国崩壊後には長春という呼
称に戻され、吉林省の省都として現在にいたる。
　満洲の地はもと粛愼・扶餘・渤海・女眞など北方
民族が居住していた地域であったが、清朝が国を興
し、この地を祖宗発祥の聖地として、漢族など他民
族の流入を禁止する封禁の制度をひいた。しかしな
がら流入は止まず、一方で移住を禁止する法令を出
しながらも、他方では、旗人官吏ら土地所有者は他
民族に土地開墾を行なわせたりもした。
　清朝仁宗の嘉慶 5（1800）年、吉林将軍秀林は長
春の伊通河右岸（東側）に長春堡を設け長春庁を
置いた。その後の宣宗道光 5（1825）年、長春庁を
伊通河左岸の寛城（現在の城内）に移し、さらに
穆宗同治 4（1865）年防御のために城壁を築いて城壕
を掘った。これが長春の城内を成すことになる。

「大満洲帝国地図」（『満洲の展望』昭和 9 年 8 月　に所収）
南北に走る満鉄沿線に大連・奉天・新京そして哈爾浜と
諸都市が連なる。新京は中央より少し北に位置する。

　清朝が倒れて中華民国が成立したが民国 14
（1925）年には長春に市政公所が置かれて市政が始
まった。その後市政籌備処が設置となり、城内と
商埠地とをあわせて行政の管轄をおこなった。
　ちなみにこの城内は不規則な九角形で、周囲
の城壁は木で造られて 3.6メートル余り、城門は
周囲のみが黒煉瓦造りで壁高 4.5メートルであっ
た。城門は東（崇徳）・西（聚寶）・南（全安）・北（永
興）、それに西南（永安）および西北（乾估）であっ
たが、のちに東南・東北の補助門、さらに馬號門
を加えて九門をなした。
　道路は、東西・南北に幹線の二大路を設けた。
南北の両門を結ぶ大街が市の中心部分をなし、こ
れに東西を走る頭道街・二道街・三道街・四道街
（南から）をもって城市が形成されていた。満洲
国時代まで残っていたのは東の崇徳門だけであっ
たが、それも今はない。

城内の旧城門「崇徳門」（『国都新京　康徳 9 年版』北海道
大学附属図書館所蔵）
満洲国時代に唯一残っていた城門である。

「長春支那街の雑踏」（絵葉書）
長春にも城内といわれる旧市街があった。当時満洲国に居
住する中国人を「満人」と称し、こうした旧市街を「満人街」
と言ったりした。新京と改称される前の旧市街である。

Ⅰ 新京という町



− 6 − − 7 −

「城外風景　伊通河」（『新京　昭和 8 年版』）
長春市街の東側に伊通河が流れる。それが城内に寄ってく
るのは東部東大橋と南部の安全橋のどちらかだが、これは
後者で城内に望むことができるのは関帝廟か。関帝廟は武
廟とも言われる後漢の武将関羽を祀るお廟である。孔子廟（文
廟）とともに、中国各所に存在し日本にもある。この伊通河
は北流して飲馬河とともに松花江に注ぐ。

２．寛城子とロシア
　早くからロシアはシベリア開発などにより東漸
を計ってきたが、19世紀に入ると、1689年のネ
ルチンスク条約により定まっている清国との国境
線を破り東へと進出してくる。そして鉄道を整備
し鉱山などを開発して工業化を推進した。さら
にロシアは、清国が弱体化するのを見て取るや、
1858年に清国と愛

あい

琿
ぐん

条約を結んで黒龍江地方を
領有、1860年には北京条約により、ウスリー川
以東の沿海地方を領有した。
　日清戦争後の 1895年下関条約により日本は遼
東半島を獲得する手はずになっていたが、三国干
渉によってそれは阻まれ、その見返りの形でロシ
アは、清国と東清鉄道南満支線の敷設および経営
に関する協定を締結した。そして遼東半島南端の
租借権を得て、哈爾浜から大連・旅順への鉄道お
よび、念願の不凍港大連を獲得した。こうしたロ
シアの東漸策・南下策の一環として、寛城子（露
寛城子）は東清鉄道の一駅として 1901年に設置
されたのであった。
　1904（明治 37）年の日露戦争で敗北したロシア
は、この東清鉄道南満支線を日本に譲渡すること
となった。それが南満洲鉄道株式会社として日本
により創立されるのである。しかしながらこの南
満支線を接収するにあたり、寛城子については両
国の見解に齟齬があり、ロシア側はその譲渡を拒

否、やむなく満鉄は、孟家屯の北方 4キロの地
点に南部線の終着駅（当時）を置いた。その後こ
の寛城子駅の帰属については交渉を重ね、1909（明
治 42）年に共有としたが、結局その後ロシアに権
利を売り渡すこととなり新たに現在の長春駅を新
設することとなったのである。
　この東清鉄道は清国が倒れてからは中東鉄路と
改称、また満洲国の成立によりソビエト連邦と満
洲国との合弁会社として北満鉄路となったが、こ
の北満鉄路も長らくの交渉の末、1935（昭和 10）

年 3月、ソビエト連邦は満洲国に譲渡すること
とした。その結果、長春（新京）郊外の寒村であっ
た寛城子も 1936（康徳 3）年北満特別区から移管
されて新京特別市域に編入となり、住宅街として
発展して「急に異風の人種で賑やかになった」（北
村謙次郎『北辺慕情記』）といわれるほど作家などの
文化人が多く居住する区域となった。　　　

「ロシアの建設した寛城子駅」（『国都新京　康徳 9 年版』北
海道大学附属図書館所蔵）
寛城子には多くの作家が住んでいた。北村謙次郎の回想に
「当時いちはやく、坪井与、矢原礼三郎などの諸氏は寛城
子に移り矢原はロシア人家庭に下宿、坪井は同僚と一軒借
りきって住んでいた。（中略）駅附属の食堂では接収前後まで、
うまいロシヤ料理を食べさせたそうで、当時を知っている藤
山一雄（新京博物館副館長）などしきりに美味をたたえたも
のだが（後略）」（『北辺慕情記』）とある。

３.　満鉄附属地
　日本は 1906（明治 39）年に南満洲鉄道株式会社
を設立させたものの、先に述べたようにロシア側
は南部満支線の寛城子駅およびその附属地を日本
に引き渡すことを拒否したため、満鉄は鉄道経営
を円滑にすべくあらたに現在と同じ地点に長春駅
を置くこととした。
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　そして 1907年には附属地を設置してその経営
を遂行するために、城内入り口附近の日本橋河畔
に家屋を入手した。それを改築して土地買収事務
所を設立し満鉄倶楽部と称した。買収事務所は日
本橋南側の城内と寛城子との間の頭道溝地域を買
収し附属地経営に乗り出した。長春の町が満鉄の
終着駅であり、東清鉄道や吉長鉄道への中継地と

いう地の利も考えて、長春の都市建設に乗り出し
たのである。1937年治外法権撤廃による満洲国
への帰属まで、満鉄附属地というある特別な意味
を持つ地域が形成されることになるのである。な
おこの満鉄の買収事務所は、日本橋公園内にあり、
公園入口には、人首獣体、鳥首獣体のグロテスク
な動物像が向きあって建っていたという。　

菱形の満鉄附属地（『最新地番入新京市街地図　康徳 6 年 4 月』　三重洋行　康徳 6 年）
新京駅から児玉公園（旧称西公園）までの菱形部分が満鉄附属地、それに隣接して商埠地が開発された。右下は城内で五
馬路に総領事館がみえる。新京駅から児玉公園までが中央通りで、この通りに面して右側に満鉄新京支社、左側がヤマ
トホテル。中央通りに並行して一條・二條・三條、東西には西側に和泉町・露月町・羽衣町、東側に日出町・富士町・
三笠町・吉野町と通りが走っていた。この附属地には中央通警察署・中央郵便局・長春図書館などが設けられ、図書館
の裏手に室町小学校がある。吉野町の通りは新京銀座と称されて繁華であった。図書館の向かいには新京神社があった。
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「長春日本橋通り」（絵葉書）
満鉄長春駅（のち新京駅）から東南に日本橋通りが伸び
ている。沿線附属地の東端にある南広場の北には紀念公
会堂・長春座などが並んで建っていた。南広場を過ぎて
商埠地をもう少し歩いていくと日本橋に出る。ここを少
し進むと朝日通りに出るが、この先が城内である。城内
の少し先に五馬路の通りがあり、木山棲平は戦後このあ
たりで襤

ぼ

褸
ろ

を売っていた。日本橋の下には小さな流れが
あり、その川に橋が架かっていたが今はもう流れはない。

　こうしてあらたに設けられた長春駅の前には北
広場（大広場）を置き、南に中央通（当初は長春
大街）、東南に日本橋通（東斜街）、西南に敷島通（西
斜通）を走らせ、縦には中央通から東と西に向い
てそれぞれ一條・二條・三條を設けた。また横の
通りとしては、西側にはイロハ順に和泉町・露月
町・羽衣町、東側にヒフミ順の日出町・富士町・
三笠町と、日本風の町名をつけた。
　そしてこの菱形の市街地に、旅館（ヤマトホテ
ル）・満鉄支社・医院（満鉄医院）・公会堂（紀念
公会堂）・警察署（中央通警察署）・郵便局（中央
郵便局）・図書館（長春図書館）・小学校（室町小
学校）・消防署・電業会社などを設置している。
各地区は、60間と 120間のブロックに割られ、
さらに中央通の西側に官庁・会社・学校・社宅を
設け、東側と北側を商業地区とした。
　附属地開設以前には、一時期南新京の南方の孟
家屯が鉄道の終点であったことから、城内に行く
のに西門から入ることとなり、城内西門外の西三
道街あたりに多くの日本人が居住した。
　附属地が置かれて以降、その周辺の商埠地や城
内には日本帝国領事館・満鉄医院分院・正金銀行
出張所・日本人居留民会・学校や寺院なども建ち
始め、この地域が大いに繁栄を始めることとなる
のである。

「新京の銀座街吉野町の盛景」（絵葉書）
賑わいを見せる吉野町の通り。通りの左には新京銀座の看
板もみえる。この通りは現在長江路といわれ、アーケード
街となって両側の商店と、通りの中央にも店が並んで昼夜
とも賑わいをみせる。中央通りの側から入ると右手には、
のちに満洲出版協会の設立に関わった巌松堂書店もあっ
た。

「新京銀座吉野町ノ玄関」（『躍進の国都　新京名勝写真帖』）
これは日本橋通りからみた吉野町の通りである。栗原仲道『新
京の地図』の回想によれば、右の建物は赤煉瓦の金泰洋行
で、大同大街の三中井百貨店や八島通りの宝山百貨店に比
べて大衆的な百貨店であったという。石黒仙次郎の個人経
営の百貨店である。左が平本洋行で、一階が用品、二階が
喫茶店であった。

新京中央通ノ景観（『躍進の国都　新京名勝写真帖』）
市電が左折するところだが、右手に満洲新聞社の看板が
見える。左側の建物は、満洲国通信社と康徳新聞社であ
ろうか。市電は中央通りから八島通りへ入る。中央通り
の遠方にキリスト教会が見えるが、この教会は上の写真
「新京銀座吉野町ノ玄関」にも写り込んでいる。
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「新京大街ノ偉観」（『躍進の国都　新京名勝写真帖』）
三中井百貨店と康徳会館の間の北安路を市電が走る。終
戦時長春の小説などにはきまってこの三中井百貨店周辺
が登場する。

４.　商埠地の形成と城内
　このように長春駅を中心としてあらたに満鉄附
属地の開発が進められようとすると、長春駐箚吉
林兵備道尹顔世清はそれに対抗して商埠地の開発
を計画し、開埠局を設置して用地買収を実施した。

さらに場内の南門から商埠地北端までの道路（大
馬路）を整備し、公園や劇場を造り、妓楼や住宅
を建築した。こうして、城内と附属地をむすぶ幹
線は、南北に走る大馬路と大経路の二路となり、
これと交差して東西には、二馬路から七馬路まで
の道筋があり、城内も繁栄して繁華な市街が形成
されていくこととなる。
　各国国民の居留地として 1905年清国に指定さ
れたこの商埠地は、満鉄附属地が繁栄することへ
の牽制といった当初の思惑とは反して、城内と附
属地とが共に相乗的な発展をみせ、日本橋付近が
大きく賑わいをみせる地域となっていく。この資
料展示に登場する人びと、つまり終戦後に長春に
残った文化人たちは生きるためにさまざまな商売
をすることになるが、そのときによく登場するこ
の商埠地の日本橋や城内の馬路の通りも、こうし
て形成され発展してきた町筋なのである。　

商埠地と城内の北部地域（『最新地番入新京市街地図　康徳６年 4 月』）　左端の通りが中央通とそれを延伸した大同大街
で、中央郵便局・図書館・関東局・大興ビルと連なる。中央の五馬路に日本帝国総領事館、その東に五馬路のバス停があった。
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５.　満洲国の成立と国都新京
　1931（昭和６）年 9月に満洲事変が勃発し、吉
林参謀長煕洽は吉林省政府を樹立し、地方自治委
員会が成立して長春市政府が設けられた。翌年 3
月 1日には満洲国が成立する。
　この満洲国成立の一週間ほど前の 2月 25日、
新満洲国について、名称を「満洲国」とし元首は
執政、元号を大同、国旗を新五色旗、首都を長春
とする旨の通達が出される。長春が国都となった
理由は、満洲のほぼ中央に位置すること、政治的
な色彩が稀薄であること、交通の要地であること、
水量も豊富で国都建設にあたっての地価も安い、
といったものであった。
　執政溥儀（清朝時代の宣統帝）が旅順から長春
に入り、市政公署で就任式も持たれた。3月 10
日には国務院佈告第 2号をもって国都長春は新
京と命名される。この新京という名称は、日本が
全くあらたに名づけたものである。1932（大同元）
年 4月 19日には、指定されて新京特別市制がひ
かれる。特別市となることで、省の行政範囲から
脱して国の監督を受けることとなった。1934年
3月 1日には執政溥儀は皇帝となって帝政となり
年号も康徳と改称される。そして 1936（康徳 3）

年 1月には北満特別区公署の廃止により寛城子を
併合し、1937（康徳 4　昭和 12）年 12月には、治外
法権撤廃により満鉄附属地が満洲国へ移譲され、
市の行政範囲が大きく拡大することとなる。

溥儀執政皇帝に即位　1934 年 3 月（『満洲国史　総論』）
清朝の廃帝溥儀は 1932年 3月満洲国成立により執政に
就いたが、1934年 3月帝政の実施とともに満洲国皇帝と
なり、「満洲帝国ハ皇帝之ヲ統治ス」と組織法に定められ
た。このように帝政がひかれたわけだが国家の名称とし
ては依然として満洲国と呼称されることが多く、官庁の
刊行物においてはこの両者は混在する。

　満洲国が成立すると、国都新京の都市建設の事
業は、それまでの城内・商埠地・満鉄附属地とは
別に、中央通を延伸させて大同大街を建設し、そ
の西側・南側に新市街が計画された。さらにこの
大同大街の西側にもう一本順天大街を通し、ここ
に国務院や経済部・民政部などの各官庁を置くこ
ととし、庁舎の建築が開始された。そしてこの順
天大街の北方に突き当たった箇所に新宮殿（帝宮）
を建設することとした。しかしながら結局これは
完成しないままに終わり皇帝は城内東端の宮内府
にて執務し終戦を迎えることとなった。

「大満洲百景　新京宮内府正門及興運橋」（絵葉書）
この宮内府は城内のはずれに位置していた。帝宮といわれ
た新宮殿は新しく開発された新市街に建設が予定されてい
たが、終戦までに完成せず結局溥儀は満洲国崩壊までの執
務をこの宮内府でとった。都市間の問題で、新しく建設され
た国都新京の新興勢力を大連のそれと比較して、新市街の
官衙と満鉄、協和服と背広服、新京イデオロギーと大連イデ
オロギーと称されることもあったが、必ずしもこうした二項対
立で割りきれるものではなかった。終戦まで「新市街」の帝
宮ではなく「城内」東端のこの宮内府で執務をとった皇帝溥
儀の存在はこの問題もふくめてある象徴的な姿だったのかも
しれない。

偽満皇宮博物院（旧宮内府、2010 年 8 月撮影）
この写真は博物院の出口にあたる。満洲時期の絵画など
も数多く収蔵されている。今回の本院訪問で『中国蔵日
本画精選　東北巻』3冊を購入することができた。



− 12 − − 13 −

１.　大学
建国大学　（南嶺）国務院直轄の特殊教育施設で、

1938（康徳 5）年 5月創設の全寮制大学。日系・
満系（中国人）・朝鮮系・蒙古系・ロシア系の
学生が学んだ。満洲国の理念である五族協和の
精神を体現した大学である。

岡田三郎助の五族協和を表した絵画（『満洲国史　総論』）
国務院総務庁庁舎玄関に掲げられていた。満日文化協会
は朱啓鈐が収集した宋元明清各時代の「刻絲刺繡」を
1935年に『纂組英華』と題して刊行したが、岡田はこれ
に解説を書くことになる。

大同学院（南嶺）これも国務院の管理下にある官
吏養成・再教育のための大学で、王道政治を完
遂するために卒業生は地方の県に派遣され民衆
と直接対面しながら指導を行なうとされた。現
役の官吏らが学んだ大学である。

「（奉天）満洲国　官吏の養成機関、大同学院」（絵葉書）
満洲事変後、奉天に自治指導部ができ研究所が設置され
たが、翌年新京の国務院資政局訓練所として継承され、7
月大同学院として創設された。これは奉天時代の研究所
であろうか。

　

新京医科大学（南嶺）国立吉林医院附属医学校を
新京に移転して改称し 1938年 1月に開設。
新京法政大学（南嶺）1934年 1月満洲国司法部
法学校として創設された。年限は３年で､ 合格
すれば月 17円の学費が支給され､ 卒業後は学
習法官に任官された｡ その後実務修習を経て審
判官または検察官に任用された。1938（康徳 5）

12月官制が定められて民生部大臣の所管とな
り翌年 1月に新京法政大学に昇格した。

新京法政大学（『満洲国史　各論』）

新京畜産獣医大学（歓喜嶺）1940（康徳 7）年 5
月の開設で修業年限 3年であった。
女子師道大学（西朝陽路）師道大学女子部を廃止
して新たに設けられた修業年限 3年の女子教
師養成のための大学である。女子高等学校卒業
程度が対象であった。
中央師道学院（南嶺）中等教師の養成を吉林の師
道大学に受け持たせ、この学院では初等教師の
養成を担当することとした。
新京工業大学（南嶺）鉱工技術院養成所ついで国
立大学新京鉱工技術院だったものを移管して
1939年（康徳 6）1月開設。修業年限 4年。な
おこの南嶺地区には、動物園の南方に、新京医

　終戦時長春での文物・資料の命運について述べていく前に、それら資料・文物と深く関わりあってい
た終戦前新京の町の大学や博物館・図書館などの文化機関を『満洲年鑑　昭和 19年版』『満洲年鑑　昭
和 20年版』などにより簡単にみておきたい。

Ⅱ　新京の文化機関
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科大学、新京工業大学、新京法政大学、東に寄っ
て大同学院と並んでいた。

２.　博物館
満洲国立中央博物館　（城内大経路王荊山所有ビ
ル　のち中央通蓬莱ビル）1935（康徳 2）年に満
日文化協会の支援で満洲国立奉天博物館が創設
された。懸案の中央博物館については、まず奉
天に設けられた籌備処を新京に移管して 1939
（康徳 6）年 1月官制を公布し成立せしめた。当
初は城内大経路のビル 1階と地階に展示場と
事務所を設けた。また展示場のない博物館とし
て街頭で展示を試みたが、1940年 4月中央通
り蓬莱ビルに事務所と収蔵庫を移転し大経路は
展示場として新たに開館した。
南嶺動植物園（南嶺）伊通河支流の流れをもつ自
然林に覆われ、大同大街をはさんで順天公園か
ら東に続く。1940（康徳 7）年 10月竣工で各種
動植物を収集し無柵式で飼養する。

動物園内の鹿群（『国都新京 康徳 9 年版』）北海道大学附
属図書館所蔵
1940年 10月竣工し 235万坪の広大な敷地を持ち、満洲
虎 12頭も飼育されていた。

３.　図書館
満洲国立中央図書館籌備処　（順天大街十四庁舎
国務院分館）かねてより一大国立図書館を創設
するか、建国大学附設とするかの対立があった
が、1938（康徳 5）年 8月の国務院水曜会で、政府・
協和会・建国大学研究院・大陸科学院など研究
機関の利用および一般公衆の高度な研究調査に
も利用させるという妥協案として図書館籌備処
が設置された。
新京特別市図書館　（中央通 30）もとは満鉄の図

書閲覧場で、1923（大正 12）年長春図書館とな
り、中央通り沿いに移ったのは 1931（昭和 6）

年。1937（昭和 12）年 9月の新京特別市制（勅
令第 279号）、同年 12月の治外法権撤廃によ
る満洲国への移譲により、文字通り国都の特別
市図書館となった。なお中国側の図書館として
は 1930年 9月西三道街の旧道勝銀行内に正式
に開館した長春市立図書館がある。これは特別
市図書館の分館となり、1943年西二馬路の立
法院内（西長春大街）に移転した。

新京特別市図書館（『国都新京　康徳 9 年版』北海道大学
附属図書館所蔵）
図書館は中央通りに面して建っており、柵内には植木が植え
られ小さいながらも図書館の体をなしていたと言える。

和平大劇院　東北二人旅（旧新京特別市図書館、2010 年 8 月）
現在は人民大街と改称された大通りに面して柵も取り払われ
劇場となっている。今回この劇院で興業の演芸会を観てきた。
庶民向けの漫才といった風情の興業で日本の吉本新喜劇など
を研究しているのではないかと思わせるような内容の出し物も
あった。入場料は 80元・50元・30元・20元で、観客は竹
板をたたいて声援を送るしくみになっている。

４.　新聞社
満洲国通信社（中央通 43）1932年 12月に満洲
国唯一の統制通信社として設立された。支局を
全満主要都市に置き、収集したニュースを全満
の新聞社に配給した。中央通と八島通りに挟ま
れた児玉公園前に位置していた。北隣に康徳新
聞社がある。
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満洲新聞社（中央通東側）大満蒙、大新京日報、
大新京と改題され満洲新聞となった。和田日出
吉が社長。ちなみに和田は新京で出会った木暮
実千代と後に結婚することになる（黒川鐘信『小
暮実千代』日本放送出版協会　2007）。
康徳新聞社（中央通）1941（康徳 8）年 8月の新
聞社法などによる新聞通信新体制により 1942
年 1月、満洲新聞社ともども、特殊法人とし
て設立を完了させた。満洲国通信社の北隣に位
置、社長は菊池貞二。中国語の新聞である。

５.　出版
満洲図書株式会社（西七馬路 14）教科用図書や
その他の出版物の普及およびその統制にあたる
ため 1937（康徳 4）年 4月に勅令により設置さ
れた。理事長は駒越五貞。
満洲書籍配給株式会社（五馬路 107号）1939年

12月に、日本からの図書雑誌の輸入を円滑に
おこない、また満洲国の出版物を含めて適正に
配本するための取次会社として設立された。日
本の日本書籍配給株式会社（日配）に先駆けて
成立したものである。のちに満洲図書と満洲書
籍配給とは統合されて満洲出版配給協会とな
る。社長は田中總一郎。

『書光　第一号』康徳 10 年 5 月（高知大学図書館所蔵）
1939（康徳 6）年 12月 27日、内地に先んじて設立された
満洲書籍配給（満配）、その機関誌は『満配月報』である。
1943年 5月には『書光』と改題され、機関誌は質量共に充
実をみせる。『満配月報』と『書光』との両者を比較してみても、
ページ数や読み物の数など『書光』のほうが多い。また『書
光』には満洲国で刊行される民間出版物を中心とした「国
内出版図書目録」が掲載されるが、これは国立中央図書館
籌備処に掲載のもののように網羅的なものではなく、新刊案
内といった性格のものであった。

満洲出版協会（中央通 43満洲国通信社内）1940
年 2月、満洲国通信社・満洲事情案内所・弘報
処・満洲図書などが相寄って準備会を開催し、民
生部の認可を得て同月に創立となった。1941年 1
月には満洲国内出版業者を網羅して総務庁弘報
処の結成認可を得ることで指定団体となった。

６．その他
満洲事情案内所（新京記念館内のち中央通 6番地
に移転）満洲一般および経済事情の調査･紹介、
来満視察者の視察斡旋業務を無料で行なう特殊
使命を帯びた機関として関東軍特務部の指令によ
り1933（昭和 8）年 1月に創立された。当初は満洲
経済事情案内所と称したが翌年1月に事業範囲を
広げて満洲事情案内所と改称した。

満日文化協会（中央通大興ビル内）満洲国の文化
事業振興のために 1933（昭和 8）年 10月創設さ
れた日満学者らによる協議団体。日本側から副
会長岡部長景、常任理事内藤虎次郎、理事服部
宇之吉ら、満洲国側から副会長宝煕、常任理事
羅振玉、理事栄厚ほかの役員体制であった。新
京で実務に当たったのは杉村勇造である。満洲
国立奉天博物館の創設、『大清歴朝実録』刊行、
満洲国美術展覧会など文化活動を推進した。

「満洲国立博物館陳列室の一部」（水野梅曉『満洲文化を
語る』より）
満洲国成立当初の満日文化協会活動のひとつに奉天博物館
の創設があげられる。満洲国では 1932年 6月に逆産処理
法が公布されたが、この逆産に該当する文物として奉天の商
埠地の湯玉麟邸から接収したものも含まれていた。湯玉麟
邸ともども接収して、文物とともにそれらを基礎資料としたう
えで 1935年 5月に満洲国立奉天博物館が開設されること
になったのである。
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１.　出版統制と満洲出版文化研究所
　日本の敗戦が色濃くなっていく 1944（康徳 11）

年、出版業界も戦時思想戦の一翼を担うべく日本
の租借地であった関東州においては関東州出版会
を成立させて出版審査の体制を確立した。具体的
には、1944年 10月 23日に第一回設立準備会を
関東州庁において開催し、11月 31日に関東州出
版会を発足させたのである。その役員には、会長
が潮海関東州庁警察部長、理事には水谷満鉄調査
局総務課長や日高大連日日新聞主幹・浜井大阪屋
號書店店主ら、監事には赤津大陸教科用図書専務
らが名を連ねている（『満洲読書新報』84号　昭和 19

年 12月）。
　一方満洲国においては、これより少し前の
1944（康徳 11）年 6月に満洲出版協会が出版企画
審査委員会を発足させ評議員メンバーを決定して
いる。この出版企画審査委員会は、戦時体制下に
あって用紙配給を制限し企画を厳しく審査し厳
選して出版するための審査会であった（『大連日日』
1944年 7月 2日、『満洲読書新報』83号　昭和 19年 10月

に再録）。
　ちなみにこの満洲出版協会出版企画審査委員会
の委員は、建国大学教官安倍三郎・文教部社会教
育科長板垣守正・協和会中央本部総務科長坂田修
一・大陸科学院副院長志方益三・国立中央図書館
籌備処長瀧川政次郎・国立中央博物館副館長藤山
一雄・満洲文芸家協会員望月百合子・満洲文芸家
協会長山田清三郎らで、満洲国文化団体の錚々た
る顔ぶれとなっていた。
　また満洲出版協会の評議員は、大陸書房石見栄
吉・満洲有斐閣代表者梅本通夫ら満洲国で出版活

動を展開していた出版界の実務関係者が並んでい
た（『書光』康徳 11年 8月号）。
　1945年にはいると、制作と流通といった出版過
程を一元化して統制をおこなうために、満洲出版協
会と満洲書籍配給とが統合とされて満洲出版配給協
会が設立されている。そしてこの協会を発足させる
のにあわせて満洲出版文化研究所を設置して出版
企画をいっそう厳しく審査する体制を整えた。

春誼賓館（旧新京ヤマトホテル 2010 年 8 月撮影）

「新京ヤマトホテル」（現春誼賓館、絵葉書）
現在の春誼賓館（旧ヤマトホテル）は北側つまり長春駅側に
向いて入り口があるが、当時は中央大街の角に門があった。
木立に囲まれてうっそうとしていたという。満鉄が経営した
ホテルで、大連、星ヶ浦、旅順、奉天、哈爾濱にも在った。

　ここからは、終戦直後の長春（満洲国時代は新京）での蔵書の運命についてのふたつの事例を挙げて
みる。ひとつは個人の蔵書でまことに理不尽なことにロシア兵に焼かれたケース、もうひとつは現地日
本人の所蔵していた資料や文物を買い取って展観・保全し中国側に寄贈したケースである。他にもこの
ような蔵書の行く末についてはいくつもの物語があるだろうが、ここでは満洲国の国都新京での終戦時
の蔵書の動きについて、新京の町の地理や文化施設を念頭に置いて、このふたつのケースを紹介する。

Ⅲ　焼かれた蔵書 ―北小路健の場合
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　さて北小路健であるが、かれは東京で図書館の
嘱託をしながら源氏物語学説史の研究を進めてい
た。1944（康徳 11）年 3月、かれが大連一中教師
時代に満洲文話会への参加を勧めたという大連中
学時代の 4年先輩の吉野治夫（満洲日日新聞記者）
に対して手紙を書いている。その内容は再度の渡
満を打診するためのものであった。吉野は早稲田
大学仏文科を卒業し父親の勤務していた満日新聞
に入社し学芸部で記者、このころは新京に移り記
者をしていた（竹内正一「吉野治夫を憶う」『作文』
58号　昭和 40年。吉野は時期が不明だが満日を
辞めて関東州興亜奉公聯盟の文化部長に就いてお
りこの時期北小路が言う様に新京で記者をしてい
たかどうかは不明である）。5月になり北小路は
返事を受け取っている。その返事には、「満洲文
化研究所」という満洲出版協会の審査機関が設置
されたこと、その原稿審査のかたわら「日支文化
交流史シリーズ」の執筆編纂を行なう所員人事の
選考が行われているとの情報が書かれてあったと
いう。北小路はこれに応募することとし、就職の
交渉を行って 6月半ばに決定し 7月に新京の研
究所に赴任する（北大路健『古文書の面白さ』）。

北小路健『古文書の面白さ』
（新潮社　昭和 59 年）

　ここで北小路は「満洲文化研究所」と書いてい
るが、それは 1945年になって正式に成立した「満
洲出版文化研究所」であろうか。そして北小路が
応募をしたというのは、1944年 6月に設置され
ることになった満洲出版協会の出版企画審査委員

会のことであろう。この新京に設けられた研究所
に勤め、ここで北小路は終戦を迎え、蔵書を焼か
れることになる。

２.　北小路健の履歴
　ここで北小路健の履歴について、『古文書の面
白さ』により少しふれておく。北小路健は本名渡
部榮。1913（大正 2）年会津若松に生まれ、数学
者であった父精元から早くより漢籍素読の稽古を
受ける。当時の教養人は基礎的な素養として漢籍
の知識も持ったわけである。父親は 1919（大正 8）

年に単身旅順に渡ることになるがその間は母親か
ら素読の稽古を受けた。翌1920年旅順を引き払っ
て大連に住むことになった父親と合流するために
一家は大連へと移住する。
　北小路は大連春日小学校・大連一中を経て
1931年東京高等師範学校文科第二部（国漢科）
に入学、学生時代から神田の古本街に通い古典籍
を買い集めて読んだ。そして専攻を源氏物語と定
め、また古文書の類を入手して原文を読む力を
養った。そんななか 1932（昭和 7）年 9月、父
精元の死に見舞われる。そして精元の死後に、世
話になったというWという人物から室町時代の
筆跡と思われる「從一位麗子本」系統の源氏物語
を贈られる。この人物は京都の茶商であったが父
親の代から満洲に渡り精元に世話になったと言
い、代々家宝として伝えられてきたこの写本をお
礼に贈りたいという申し出だったとされる。
　東京文理科大学国語国文科に進学した北小路は
ますます勉学に励み、郷里会津若松市の図書館司
書林野城にも目を掛けてもらって写本を借り出し
て友人と校合をし、また夏休みには各所の文庫を
巡り、西尾市の岩瀬文庫司書高木習吉の知遇も得
て文庫目録作成の手伝いもした。そしてまた中山
宣親自筆源氏の写本を手に入れ、源氏研究にも
いっそう身が入って、早くも 1936年 11月には
『源氏

物語 從一位麗子本之研究』を出版している。母親
の出資による自費出版であった。12月には「源
氏物語律調論」と題した 550枚の卒業論文を提
出した。こうして刊行を急いだその背景には徴兵



− 16 − − 17 −

にとられるという懸念があったからであるが、根
をつめて勉学に励んだせいか痔疾がひどくて
1937（昭和 12）年 1月の徴兵検査に不合格となり
兵隊にいくことからは免れたのであった。

３.　渡満と教員生活
　4月の再検査で乙種合格となり応召は免れたも
のの母校の東京文理科大学では助手の後任はすで
に決まっており、北大路は満洲での出身中学であ
る大連一中あてに就職依頼の手紙を書くこととし
た。それに対して一中からは、3年は腰をすえて
勤務してほしいとの要望が添えられた了承の返事
が来たのである。こうして北小路は渡満し 1937
（康徳 4）年 5月１日から大連一中で教鞭をとるこ
とになった。

大連一中校舎（『われらが心のふるさと大連一中－大連一
中創立五十周年記念誌』大連一中校友会　昭和 45年 10月、
より転載）　本書には大連一中に勤務していた教員の顔写真
も載り、若き日の北小路の写真も掲載されている。

『第一回訪日宣詔
紀念美術展覧会図
録』（国立国会図
書館所蔵）
1937年の開催。翌
年からはあらためて
「第一回満洲国美
術展覧会」と称し
て毎年開かれるこ
とになる。日本か
ら審査員として藤
島武二・前田青邨
が紹聘され、第二
回野田九浦・梅原
龍三郎、第三回梥
本一洋・青山義雄
と招聘されて審査
にあたった。

　その年の秋には内地の古書店から東北の雄藩 D
家の蔵書が一口物で手に入ることになり、その中か
ら「古とりかへばや物語」の発見をした。さらにま
た京都市美術工芸学校所蔵の模本を中心に神明女
学校の体育館で開催された絵巻物展覧会のパンフ
レットの解説も執筆したりした。この企画は旅順博
物館研究員島田貞彦の企画になるもので、この解
説の原稿依頼は、博物館長津田元徳を介したもの
であった。島田は京都帝国大学の濱田耕作の弟子
でのち館長、『満洲国古蹟古物調査報告書　第 2編
　考古学上より見たる熱河』（満洲國國務院文教部　
1937年）などを刊行した。津田は東京高等師範学
校卒業後鳥取尋常師範学校教員などを経て、北小
路の母親の出身校である福島師範学校女子部の校
長を勤め、その後 1918年 6月旅順師範学堂長に
転任し博物館長となった人物である。父精元の渡
満にあたっての就職も津田の世話によるもので
あった。また北大路は会場となった神明女学校の
美術担当教員楢原健三とも知り合い、かれの口聞
きで『満蒙評論』に連載記事を書いた。

津田元徳肖像（津田元徳『滿洲事
變秘史』　
滿洲文化協會　1934に所載）

旅順博物館写真（絵葉書）
この写真は関東庁博物館と称していた時期の写真で斜め前
方からみたもの。1917年 4月満蒙物産館として創設された
もので、その後機構の変更により改称する。
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　1939（康徳 6）年 4月から文学史の担当で双葉高等
女学院にも出講し、また満洲日日新聞記者吉野治夫
から、古典文学研究という立場からの発言を期待さ
れて満洲文話会への入会も勧められた。当初 3年と
いった目論見の渡満であったがもうしばらく腰をすえ
ることとして研究に教育にと励んだ。6月には教育
召集ということで一ヶ月間錦県の大野部隊に入隊も
した。また翌 1940（康徳 7）年 1月には、先の満蒙
評論社から特派員として哈爾浜に取材旅行にも出て
いる。こうした地方への取材旅行が、戦後の北小路
の満洲回想といった出版企画にも役立つこととなっ
た。大連一中時代に春日小学校の校歌や、さらに
は国際運輸青年隊の隊歌を作ったりもしている。
　1940（康徳 7）年 7月卒論を基調にした『源氏物語
律調論』が刊行成った。これは満洲学術研究賞を
受賞している。9月には満蒙評論社後援　満洲日日
新聞社協賛で「古典文献展」を協和会館で開催、8
月には満日文化協会主催の満洲国美術展覧会に油
彩画「花のある風景」が入選もした。この展覧会は
満洲国の文化振興をはかるべく満日文化協会が文教

大連一中（『大連市案内図』　大陸出版協会　昭和 10 年）　

『源氏物語律調論』標題紙と奥付
本書には「大野師」への献呈署名があり、昭和辛巳之歳 5
月1日の日付がある。辛巳は本書刊行の翌年の 1941にあ
たる。渡部の端正な墨書である。

渡部榮『源氏物語註釈史　前編－江戸時代初期における堂
上家乃源氏物語研究を中心として（資料）』の表紙と内題
このガリ版刷りの冊子は製本され、本文には詳細な書き込
みがみられる。

渡部榮『源氏物語註釈史』　どなたの旧蔵かはわからない
のだが研究者の詳細な書き込みがみられる。内題に、「押小
路家旧蔵蕃山全集？」のメモなども記されている。
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部から委嘱を受けて 1937（康徳 4）年 5月に開催
した皇帝の訪日宣詔紀念美術展覧会を機として翌
年から回次をつけて毎年開催された展覧会であ
る。北小路が入選した第三回展覧会は1940（康徳7）

年に開催されたもので、奉天と新京との二箇所で
展観された。東洋画部門では栗山博が民生部大臣
賞を、浅枝青甸と赤羽末吉が特選に選ばれ、西洋
画部門では斎藤眞一が民生部大臣賞に選ばれてい
る（なお、北小路は展覧会の前に審査員として渡
満した山口蓬春と首藤定宅で会ったと書いている
が、蓬春が審査員で招聘されたのは 1944年の第
7回である）。

「星野長官も作品一々鑑賞」　これは昭和 13年 5月の第一
回満洲国美術展覧会のときの様子である（『満洲日日新聞』
昭和 13年 5月 4日、マイクロフィルム、国際日本文化研究
センター所蔵）。

4.　東京帰還と再渡満
　そして 1943（康徳 10）年 2月、渡満時に計画し
ていたとおり、研究に専念するために北小路は東
京に戻る。陸軍士官学校文科教員の口も紹介され
たがそれを断り、図書館嘱託として働くこととし
た。大連から送り出した蔵書も東京に到着し、よ
うやく落ち着くことができて、神宮文庫や刈谷村
上文庫、徳島の光慶図書館や大谷大学・天理大学
の図書館や各所の文庫を巡りながら勤務し研究に
勤しんだ。しかしながら日本国内の状況も悪化の
一途をたどり、研究活動もままならずまた召集の

可能性も高い。東京暮らしに慣れない妻のことも
気がかりで、帰国は失敗だったかと思い始め、結
局北小路は再び満洲に戻ることを決意する。先に
少しふれたように 1944（康徳 11）年 3月に満洲日
日新聞で記者をしていた吉野治夫に手紙を書い
た。吉野から満洲出版協会の審査機関を紹介され
北小路はこれに応募することとし、就職の交渉を
して 6月半ばに決定し 7月新京の研究所に赴任
したのであった。この研究所は翌年 1月 10日に
満洲出版文化研究所と改称することになる。
　満洲出版文化研究所は、中央通りの満洲事情案
内所の所蔵資料も引き受けそれを発展的に解消す
る形で成立したもので、それまで満洲出版協会が
実施してきた出版企画審査の機能も、この出版文
化研究所が吸収して受け持つこととなった。満洲
国政府が 50万円を全額出資する財団法人で、そ
の主な事業は、１　出版界が進むべき方向を決定
するための調査研究、２　戦時緊急出版物の企画・
助成、３　出版物生産の資材、生産技術、配給機
構に関する調査研究、４　出版者の育成、翻訳者
の養成、である。役員は、理事長（所長）瀧川政
次郎国立中央図書館籌備処長、理事下村外交部次
長らで、事務所は旧満洲事情案内所内である（『大
連日日新聞』1945年 1月 11日、記事は『満洲読書新報』昭

和 20年 3月　86号）。
　また北小路の回想により補足すれば、審査委員
会のメンバーは日本人中国人半々の 10人で、北
大路は李寿順・王惟明・李君猛と親しくしたとい
う。仕事は週の半分が原稿審査のために原稿を読
む作業、残りの半分は日支文化交流史の編纂作業
である。そして月に一度開催される審議会にも出
席して審議をするという毎日であった。年も明け
て終戦の年の 1945年になるとこれらの仕事の内容
はがらりと変わった。出版のための原稿審査は中
止となり、日支文化交流史の編纂刊行も中断、代
わりに思想戦強化のための「米英撃滅叢書」と題
したパンフレットを企画・執筆・編集する仕事と
なった。日本人研究所員は召集免除とされ、パン
フレットの原稿執筆を満鉄調査部・新聞人・満洲
文話会のメンバーらに依頼するのに忙しい毎日で
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満洲事情案内所（『復刻版　新京案内』康徳 6 年　アートラ
ンド復刻版より）

あった。8月 9日、満洲ではソ連が参戦して国境
を越えて南下した。そして日本の敗戦となり満洲
国も壊滅し満洲国の国都新京も終戦を迎えること
になるのである（『古文書の面白さ』）。
　ちなみに『満洲年鑑　昭和 20年版』によれば、
1944年 9月現在の出版業者および出版企画審査
の件数はつぎのとおりであった。
第一種

日系 鮮系 満系 蒙系 露系 計
新京 51 2 22 75
奉天 11 22 33
哈爾浜 4 3 4 11
その他 3 3 1 7
合計 69 2 50 1 4 126
康徳11（1944）年9月現在の第一種会員（出版営業者）の民
族別地域別統計（『満洲年鑑　昭和20年版』）

第二種
日系 鮮系 満系 他 計

新京 47 2 4 53
奉天 9 1 10
その他 12 1 13
合計 68 2 5 1 76
第二種会員（出版非営業者）の民族別地域別統計（『満洲
年鑑　昭和20年版』）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 計 月平均
承認 88 125 111 101 64 77 566 94
不承認 37 44 28 35 7 19 170 28
保留 32 17 19 33 43 33 177 29
却下 1 2 1 1 4 3 12 2
出版企画審査成績（康徳11年1月－6月）（『満洲年鑑　昭
和20年版』）

　こうして北小路は再渡満した後およそ１年経過
した 8月 15日、新京で終戦を迎える。すでに 9
日にはソビエト連邦軍が満洲国に侵入してきてお
り、そのソビエト軍の兵士に蔵書を焼かれたので
あった。その事情は、北小路の回想によれば、次
のようなものであった。

5.　終戦と焼かれた蔵書
　8月 9日にソ連軍が南下したことを受けて、各
自適当な武器を持して児玉公園（現勝利公園）に
集合の動員が掛けられた。応召免除だったはずの
北小路もその動員により公園に出かけ居住区域別
に部隊が編成された。しかしながら明確な方針が
立つべくもなく、待機して命を待つということと
なった。そして数日後には日本は敗戦を迎える。

勝利広場（旧西公園　2010 年 8 月撮影）

旧西公園（のち児玉公園となる、現勝利公園、絵葉書）
附属地の南にあり中央通りと八島通りの交差点にあたる。入
り口に児玉源太郎大将の銅像があった。現在は毛沢東元主
席の銅像が建っている。この児玉公園から南へ続く道は大
同大街と呼称され、関東局・康徳会館・三中井百貨店を経
て中央銀行などが建ち並ぶ大同広場、そして新京法政大学・
大同学院などの建つ南嶺にいたる。
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　終戦を迎え、北満に居住する日本人らが南下を
してくるなかで新京の町もごった返し、また逆に
新京からも多くの人びとがあわただしく南へと向
かっていった。北小路は思案のすえに現地新京に
残るという道を選択する。親しくしていた研究所
の中国人同僚李君猛が 16日、荷物を預かると言
うので荷物を預かってもらうこととし、大切にし
ていた蔵書については二、三日中に改めて取りに
きてもらうことにした。しかしながらこれらの蔵
書を李に預けるまでの間にソ連兵が市中に進駐し
てしまったのである。
　政府代用官舎や満洲電業の社宅が建ち並んでい
る恵民路の北小路の家にやって来たソ連兵は、家
を接収すると通告し、いまから二時間以内に荷物
を整理し、家を空けて退去するようにと命令した。
これまでに北小路が営々と蓄蔵してきた書物は和
本七千冊を含めて一万三千冊あまりである。しか
しながらその蔵書を運び出す時間も人手もない。
そこで蔵書は後で運搬することにして、思い切っ
て二階の窓から裏庭に投げ下ろすこととした。二
時間という制限もあり気が急く。しかしながらい
くら投げ下ろしてもまだまだ書物は残っている。
そのうちにソ連兵が三人庭先に降りていって投げ
下ろされた本を別のどこかの場所に移動しにか
かった。やがて女下士官が天井に向けてピストル
を撃ち作業の終了を知らせた。
　北小路は階下に降りて玄関を一歩出たのだがそ
こで飛び込んできた光景は想像もできないもの
だった。蔵書のすべては、家に隣接するテニス
コートにまで運ばれてうず高く積み上げられてい
た。そしてあろうことか、それら蔵書の大きな山
は火をつけられ、もうもうと煙がのぼり焼かれて
いるではないか。ソ連兵たちは投げ下ろされた本
を片っぱしからこの火の中に投げ込んでいたので
ある。このときのことを北小路は「それはもう、
近寄ることを峻拒する高熱をばら散きながら燃え
さかっていた」と回想する（『古文書の面白さ』）。
　敗戦という歴史的事実の中で北小路は、自身の
蔵書を守るすべもなく、ただただゴミでも焼くか
のように蔵書は焼かれたのであった。

恵民路あたり（『最新地番入新京市街地図　康徳６年 4 月』）
大同大街（現人民大街）が大同広場を経て南嶺のほうに伸
びる。帝宮からの通りは順天大街（現新民大街）で、中間の
南北の通りは同治街（現同志街）。この地図の中間あたりの
牡丹公園（現牡丹園）に振武殿があった。北小路が住んで
いたという恵民路は東西の通りで、下部の順天公園北の東西
にまっすぐ伸びる通りであった。このあたりは官庁や国策会
社の比較的大きな社宅が並んでいて、進駐してきたソビエト
軍兵士の宿舎として格好の場所とされ北小路の居宅も接収さ
れ、蔵書を焼かれたということになる。

　ソ連兵の「止め」のピストルの合図があったと
きに北小路がちょうど手にしていた書物は『増

註　源
氏物語湖月抄』三冊本であったというが、かれは
とっさに、幾度か読み終わるごと巻末に書き記し
た識語の二丁分だけを破りとった。手元に残るの
は読み終えた月日などを記した識語の丁とその記
憶だけであった。そして北小路がかろうじて救い
出した書物は、ふたつの桐箱に入った『源氏物語』
の古写本だけであった。こうしたまことに理不尽
な事態も、激動の歴史の中では、厳然たる事実と
して受け止める以外にはどうしようもないもので
もあった。

６.　長春で暮らす
　北小路はこの長春の町で生きていくために、当
面豚肉の行商をし、それで生計を立てていくこと
とした。勤務していた元は満洲事情案内所であっ
た満洲出版文化研究所も、他の機関と同様に玉音
放送後経理が大同広場の満洲中央銀行に退職金を
受け取りに出かけたが、研究所の経理が持ち逃げ
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してしまって、退職金も手に出来なかったとい
う。住宅を接収され蔵書を焼かれた北小路は、夫
婦二人住まいの近くの家に同居させてもらうこと
として引越し、従来の中国人住居区である城内の
肉屋で豚肉を仕入れて、大同広場西側の高級住宅
街である白山住宅地域で豚肉を売り歩いた。そし
て少し落ち着いたところで、先に荷物を預かって
もらっていた李君猛の家に衣類などをとりに出か
けることとした。しかしながら李の家で申し出た
とたんに、威嚇と侮蔑を見舞われ、追い返される
という始末であった。
　城内にはあまり日本人の姿もない。これまでは
駅前の中央通りの研究所と自宅の恵民路との間の
行き帰りであった行動の範囲も、こうした豚肉の
振売りにより長春の町中を歩き回ることになる。
豚肉を仕入れて売り歩くそんななか、北小路は郭
徳栄という卸商人と出会う。

「大同広場」（絵葉書）
満洲国および国都新京のいわば象徴的な場所であった。満
洲中央銀行をはじめ電信電話株式会社・首都警察庁・新京
特別市公署などが建ち並び、周辺には官舎や国策会社の社
宅が建っていた。当時は南西に白山公園がありそこは大き
な家屋が建ち並ぶ高級住宅街でもあった。

中国人民銀行（旧満洲中央銀行、2001 年撮影）

　郭の店には大きな甕がありそこには白酒が満々
と蓄わえられていた。その店の白酒を飲ませても
らいながら、北大路は郭という人物から城内に食
料雑貨店を開くことを勧められる。思案をしつつ
売り歩き帰宅してみると研究所の同僚だった李寿
順が来ていた。李に店の件を相談すると賛成して
熱心に勧めてくれ店開きの準備も手伝ってくれ
た。李の命名で店の名前も「隆華盛」と名づけて
商売を始めた。

「大満洲百景　新京日本橋」（絵葉書）
右下の小さな橋が日本橋である。左の建物は新京百貨店。右
上に小さく別の写真が挿入されるがこの通りは吉野町である。

勝利大街（旧日本橋通り、2010 年 8 月撮影）

「満洲国新京名所支那街」（絵葉書）
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城内（『最新地番入新京市街地図　康徳６年 4 月』）
左上のピンクの地域が商埠地。右上に宮内府がみえる。そ
の下に新京監獄・清眞寺があった。商埠地に隣接するように
朝日通りと五馬路にはさまれて日本帝国総領事館がある。左
下隅の水色部分は動物園の北端、右下は伊通河で安全橋と
関帝廟である。

　こうして店を持った北小路は、その仕入に長春
の東郊の朝市まで出かけるようになる。その道中
で北小路は、蔵書をたたき売っている「素人本屋」
の店先で『夜明け前　上下』の初版本を見つける
のである。藤村には、北小路が大学生のときに開
催した文化講演会の講師招聘の際に交渉したこと
があり、その時藤村の学識の深さにも驚いたとい
う。『夜明け前』もその折に通読したのであった。
そしてこれが、戦後日本に帰ってから、北小路が
木曽路を歩いて文書を渉猟し考証に没頭すること
となる運命の出会いともなるのである。北小路は、
もし命あって日本の土を踏むことができたなら、
そのときには必ずや木曽路をくまなく歩こうと思

い定め、この『夜明け前』を長春での生活の支え
として過ごしたのだという。
　このようにして北小路は、終戦時長春で蔵書を
為すすべもなく焼かれ、悲嘆に暮れる間もなく
日々の生活に追われて豚肉を売り歩き、また店を
持つこととなった。そしてようやく引き揚げが日
程にのぼってくる。北小路はこの引き揚げを前に
して、大連に住んでいる母親と会うために危険を
おかして南下することを決意するのであった。
　さてこうして長春で在留日本人の引き揚げが日
程に登り、日僑善後連絡処（日本居留民会）から
その旨のビラが回ってくると、運よくソ連軍の接
収にも遭わずまた転居をする必要もなかった日本
人の間では、着物や指輪などが中国人に売り買い
されるようになる。日本へ帰国する時には、それ
らは持って帰ることができないからである。つま
り身の回りの物品や家に蓄えていた物が不要とな
り、売られたというわけである。
　南下することを決意した北小路は店をたたみ、
世話になった郭徳栄と白酒で乾杯し、さらに研究
所時代の同僚だった王惟明を訪ねた。王は敗戦後
一ヵ月経ったころに北小路が転居した先をわざわ
ざ捜し当てて訪問してくれた人物である。北小路
がソ連兵に焼かれた蔵書の顛末を語ると、王はさ
も残念そうに、その蔵書を譲ってもらっていずれ
本屋を開きたかった、と語っていたのだった。こ
の王に、「焼かれる」という災禍からかろうじて
免れ得た麗子本系統の写本と中山宣親筆写本の二
つの『源氏物語』の桐箱を「預ける」ことにした。
北小路は王に対して、売るわけではない、預ける
だけだ、だからお金はいらない、とそのとき語っ
たのだという。
　翌日李はこの二つの写本を取りに来たが、その
桐の本はロープに縛り付けられリヤカーに乗せら
れて持っていかれた。そして一方、終戦からのこ
の時期、心の支えにして読みふけり、戦後には実
証研究を持続させていくことになる藤村『夜明け
前　上下』は、家の裏の焼却炉で自ら焼いたので
あった。こうして北小路健は、長春の町での戦後
を終えることになるのである。
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１．杉村勇造の終戦
　杉村勇造は、満日文化協会の常務主事であった。
満日文化協会というのは、満洲国が成立したのち
に、満洲国の学術的・文化的事業を推進するとい
う名目で、1933（昭和 8）年 10月、日満の東洋学
者・文化人を役員とし新京に創設なった文化振興
の機関である。その歴史については、拙著『日満
文化協会の歴史』に詳述したのでここでは述べな
い。この満日文化協会（日本側からは日満文化協会）
の実務を主として新京の地で担ったのが常務主事
の杉村勇造であった。杉村は、満洲国における学
術振興においてもおおきな役割を果たしたが、芸
術や文芸の面でも中心的な存在であり、芸文界の
人びとは常に杉村の周りに集っていた。その杉村
の実務を支えたのは嘱託の三枝朝四郎である。

三枝朝四郎「新京の夜景」（『フォトタイムズ』 第 17巻第
2号　昭和 15年 2月）
左の建物は 1936年竣工の康徳会館、右は東京海上のビル
である。この雑誌は廣庭基介氏の提供。

図 書 館 図 書 整 理 ノ 為 杉 村 勇 三
（ ママ）

出 張 ノ 件　 昭 和 七 年
八 月（JACAR（ アジア歴史資 料 センター）　Ref.　
B05016060200（12画像目）、日満文化協会関係雑件　満
州国立図書館関係（H.6.2）外務省外交史料館

長春政府八大府（旧大興ビル、2010 年 8 月撮影）

満洲興業銀行の旧大興ビル（『新京案内』　康徳 6 年　1939 年）

　協会の事務所は新京の大同大街に位置する大興
公司４階にあった。この満日文化協会も新京にお
いて敗戦を迎え、東京側では「新京事務所トノ連
絡モ途絶ス」と、杉村や三枝の安否が気遣われて
いた。そんななか、杉村勇造や三枝朝四郎は江上
波夫や瀧川政治郎らとともに、日本人引き揚げが
日程にあがってきた時期、この新京の地で日本人
の所持する資料や文物を集めて保全し、展観し目
録を作成したうえで中国側に引き渡すことを計画
したのであった。
　終戦時新京での杉村・三枝らのこの計画は、図
書館・美術館などといった正規の機関での資料収
集と比して、終戦時という混乱のさなかでの、い
わば満洲での文化活動の「後始末」というもので
あったが、逆に満洲での文化活動を裏面から照ら
し出すようなある種の「総決算」とも考えられる

Ⅳ　蔵書を残す－「文化財処理委員会」
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と思い、ここでは杉村勇造や三枝朝四郎、江上波
夫らの回想をもとに、「文化財処理委員会」と名
づけられた資料・文物の収集と展観、整理と目録
作成、そして中国側への引き渡しといった一連の
活動を紹介してみたいと思う。
　満洲国で文化事業推進を担っていた満日文化協
会は、1937（康徳 4　昭和 12）年の宣詔紀念美術展
覧会を皮切りに、翌年からは満洲国美術展覧会と
改称して、1938年の第１回から 1944年の第 7
回まで開催してきた。先の北小路健も 1940（康徳
7）年の第 3回展に 30号の油彩画を出品して入選
している。日本が敗戦を迎える 1945（康徳 12）年
の美術展は第 8回目にあたっていた。この美術
展は 8月 11日から日本帝国総領事館に程近い商
埠地の八島小学校で開催される予定で、準備を整
えて開会を待つばかりとなっていた。この展覧会
については、当の杉村勇造につぎのような回想が
あるので紹介しておく（「満洲文化の追憶」（『八十路　
杉村勇造遺稿集』）。

　最後の国展は昭和二十年八月十一日から新京の八島小学

校の大講堂を借りて開催することになったが、この年はも

う審査員を日本から招聘することはできなくなったので、

美術委員を推薦して整理に当たらしめ、十日の昼頃に生花

を美しく飾って準備を完了したが、この時たちまちに、関

東軍や大使館・関東局等の家族の引き揚げ命令が来て、二、

三時間のうちに行方もわからないまま汽車は南下していっ

た。子供達は『兵隊さんの御蔭です』いう唱歌をうたいな

がら去っていったのも哀れであった。

　しかし美術展で満洲国の最後を美しく飾ることができた

のはせめてもの慰めであった。

　このように、杉村に「美術展で満洲国の最後を
美しく飾ることができた」との感慨を持たせたこ
の 1945年 8月の第 8回展覧会は一般に展観され
ることなく、作品もソ連進駐により全部はずされ
て倉庫に収められた。寛城子に住み満洲文芸界で
活動した作家の北村謙次郎は、戦後に別の用事で
会場の八島小学校を訪れたとき、絵画が狭い倉庫
で斜めになったり逆さに倒れたりしていてなんと
も哀れで耐えられなかったと述べている（北村謙次
郎『北辺慕情記』）。

『第一回満洲国美術展覧会図録』（愛知大学附属図書館所蔵）
題字は満日文化協会の常任理事羅振玉のものである。羅振
玉は日本側の常任理事である内藤湖南とは知己ではあった
が、協会創設当初、満洲国の文化事業を進めるにあたって
の羅新王の主張には厳しいものがあり、湖南も幾度か調停に
乗り出した。

現長春市第 48 中学校（旧八島小学校、2010年 8月撮影）
南広場南方の城内と接した地域の小学校。

旧八島小学校（現長春市第 48 中学校　『新京附属地写真帖』）
八島小学校は八島通りと朝日通りに囲まれた商埠地にあり宝
山百貨店やダイヤ街も近く賑やかな地域であった。この写真
は工事中だが、正門からのアプローチの部分かと思われる。
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２.「文化財処理委員会」とそのメンバー
　杉村勇造は日本敗戦が明らかになった 8月 10
日、蔵書の一部を友人に託して身軽な身となり、
そして終戦にあたって予期していた甘粕正彦自殺
の報を受け満映に駆けつけている。甘粕の亡骸の
傍らで見守りようやく出来上がってきたお棺に亡
骸をおさめ、南湖のほとりにおいて満映職員が歌
う「海行かば」の合唱のもと埋葬をすませた。

南湖（『国都新京 康徳 9 年版』 北海道大学附属図書館所蔵）
南湖は、国務院や司法部・経済部などの建ち並ぶ官庁街で
ある順天大街の突き当り安民広場の南に位置する人造湖で
ある。南湖に程近い洪煕街に甘粕正彦が理事長をしていた
満洲映画協会があった。

　そして戦後長春の地で日々の生活に明け暮れて
いた日本人の所持していた絵画・図書・美術品な
どをどう処理するかという問題がおこってくる。
当初は振武殿の建物を利用して記念館を作るとい
う予定であったが情勢も変化し、いよいよ引き揚
げが日程にのぼってきた 1946（昭和 21）年初夏頃、
杉村勇造は三枝朝四郎（満日文化協会嘱託）・藤
山一雄（満洲国立博物館副館長）・瀧川政次郎（満
洲国立中央図書館籌備処長）・高橋匡四郎（建国
大学助教授）らと相計らい、内地引き揚げにあたっ
て当時長春に在留の日本人が所持していた絵画や
図書、美術品などいわゆる「文化遺産」の処遇に
ついて検討をした。その結果それら「文化遺産」を、
大広場の程近く「赤れんがの二階建ての洋館」（木
山捷平『長春五馬路』）に事務所を構えていた日僑俘
善後連絡処が予算を割いて買い上げ、帰国後に現
金を支払うこととし、これらの資料・文物すべて
を中国側に正式に引き渡すことを申し合わせた。
この作業を実施する機関を「文化財処理委員会」
と名づけ、瀧川政次郎が委員長となった。その交

渉先は東北行營日僑俘管理総処であった。
　ここでこの委員会のメンバーの略歴を簡単にみ
ておきたい。
杉村勇造は 1900年東京京橋区の生まれ。無窮会
漢学研究生を経て北京に留学、金石学・書誌学
を学んだ。1927年東方文化事業総委員会図書籌
備員を拝命し北京の人文科学研究所図書館の設
立に従事。満洲事変後に四庫全書や档案を保全
しその研究をおこなうための満洲国立奉天図書館
の創設や国立奉天博物館の開設に大きな役割を
果たした。1933（昭和 8）年満日文化協会常務主事
となり満洲国の文化事業や文化運動の振興に励
んだ。柔父松崎鶴雄の女婿にあたる（杉村棟・杉村
英治編『八十路―杉村勇造遺稿集』　1980年）。

三枝朝四郎は 1901年東京築地の生まれ。家業は洋
品雑貨業で中学卒業後に英国に遊学し、帰国後
は家業に就いて満洲へも出張したが、家業は弟が
継ぎ 1933（昭和 8）年には父親から熱河に仕事を探
しに行くようにといわれて渡満する。関野貞・竹島
貞一の調査に同道して熱河の撮影にもあたる。こ
うしたことから満日文化協会の杉村勇造と出会い
協会嘱託として奉天博物館開設などの仕事にも携
わる。以後協会の調査以外にも研究者に同道して
撮影・編集など多くの仕事をした。江上波夫が終
戦前に満洲に来ていて江上に帰国を勧められたが
協会の仕事もあり帰国せず、一方帰国の途に着き
ながら事情で引き返すこととなった江上と新京の
三枝宅で過ごし終戦を迎えることとなる（江上波夫
責任編集『アジアの人間と遺跡‐三枝朝四郎五〇年の写真記

録』光村推古書院　1981年）。
藤山一雄は 1889年山口県玖珂郡神代村の生ま
れ。大阪の文楽師匠豊沢雷助に預けられ義太夫
を習う。五高から東京帝国大学経済学科を卒業。
1926年渡満、実業部総務司長・国務院恩賞局
長などを歴任し1939（康徳 6）年満洲国立中央博
物館副館長に就任。杉村の回想によれば藤山は
文学や音楽もやり絵も描く人物だが、恩賞局長時
代に、ある雑誌に忠霊塔を建造する群猿を描きそ
のボスを菱刈司令官に似せた漫画を載せたことか
ら関東軍の忌避にふれ辞職となったという。
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「総務司長藤山一雄」（『実業部月刊　第 1号』、岡山大学資
源植物科学研究所分館所蔵）

『実業部月刊　第 1 号』（大同元年 1月）掲載のカット2
点（岡山大学資源植物科学研究所分館所蔵）

　藤山が司長をしていた実業部の機関誌『実業部
月刊　第 1号』にはカット 2点が載る。このカッ
トには､ 署名もなく確定はできないのだが､ 通常

カットなど掲載されることが考えにくい弘報の類
に掲載されていること、また藤山に絵心があった
こと､ など考えあわせてみると、藤山が総務司長
という刊行責任者であったこの機関誌のカット
は、絵心のある藤山が埋め草として載せたもので
はないかと推測している。
高橋匡四郎は 1910年秋田県六郷町生まれ。東京
帝国大学東洋史学科卒。広鋒高校教授を経て渡
満し、満日文化協会の『清朝歴朝実録』編纂複
刻にもかかわる。満洲国立奉天博物館嘱託を経
て 1938（康徳 5）年 9月に建国大学助教授就任。
1946（昭和 21）年 7月死去。

『建国大学要覧　康徳 8 年度』　（大阪府立中央図書館所蔵）
建国大学は 1937年創設、国務総理大臣張景恵総長、作田
荘一が副学長。翌年研究院を設置。大学創設要網には、教
育の特色として、知行合一を主旨とし、実践的人材を養成す
ること、教授団は同志として有機的に団結し建国精神に基づ
き共同研究を実行す、とある。

助教授高橋匡四郎の名前がみえる
（『建国大学要覧　康徳 8年度』　大阪府立中央図書館所蔵）
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瀧川政次郎は、1897年大阪市西区の生まれ。一
高を経て東京帝国大学法学部を卒業。満鉄に勤
務するも数ヶ月で退社、中央大学などの講師を
経て九州帝国大学法文学部助教授。九大事件に
より休職のち退職。以後法制史研究につとめ中
央大学法学部教授。1931（昭和 6）年『律令の研究』
を刊行、これにより法学博士。1934（昭和 9）

年渡満し司法部法学校教授、のち建国大学教授
となり満洲国立中央図書館籌備処長兼務。

３.　収集と展観
　さて先に「文化遺産」の処遇を検討したメン
バーのうち杉村勇造と藤山一雄は、引き揚げが始
ると早い時期に引き揚げることとなり、瀧川や三
枝・江上らが中心となって作業を進めることと
なった。引き揚げを前にして身の回りの家財など
を処分している在留日本人の間をまわって、資料・
文物の買い受けをおこなっていったのである。資
料・文物のうち図書、地図、レコード、学術・音
楽関係は建国大学の学生を率いた高橋匡四郎が担
当し、考古美術関係は江上波夫と三枝が担当する
ことと決めた。集積場所は牡丹公園内に位置する
振武殿道場および南湖南方の建国大学である。
　現地の日本人にとっては、引き揚げ命令がでて
からの数日間がまさに勝負であり、その間に荷物
を整理しなければならなかった。このように引き
揚げ準備を急いでおこなっているなかでも、手沢
旧蔵の資料や文物を手押し車に乗せあるいは子ど
もを背負って、振武殿や建国大学の会場まで運び
届ける人が後を絶たなかったという。北村謙次郎
の回想では、「引き揚げのドサクサまぎれに、大
観だろうが梅原竜三郎だろうが、そこは素人の厚
かましさも手伝い、こっちの懐に都合のいい適正
価格で片っぱしからお譲り願った」とあり、終戦
から引き揚げの時期の混乱ぶりが推し量られる
（『北辺慕情記』）。そしてそれとともに、混乱期、資
料・文物がどのように処遇され、他者の手に渡っ
ていったのか、という資料や文物の変遷過程もよ
くうかがえる事態だと思う。
　一方高橋ら建国大学グループは大八車で日本人

家庭を個別に訪問し図書やレコードの供出を願い
出てそれらを建国大学の高橋研究室に運びこん
だ。この作業の途上の 1946（昭和 21）年 7月に高
橋匡四郎はコレラにかかり亡くなっている。
　結果図書は 24万冊、考古美術品 2,000点、レ
コード1,500枚が収集された。集積された文物は、
清朝にいたる各時代の陶器や青銅器、書画・文具
から、日本のものでは江戸時代から昭和期の日本
画・洋画・彫刻・茶道具・能衣装・雛人形などが
含まれていたという。

建国大学（『復刻版　新京案内』康徳 6 年）

　振武殿に集められた美術品は、中国側に引き渡
す前に長春在住日本人のお別れパーティーを兼ね
て展覧会を開くこととなった。資材不足のおりで
あったが工夫をこらし、米ソなどの新聞記者を招
待して展覧会を開催した。会場には大きな高句麗
好太王碑文の拓本を高い天井からつりさげ、その
前に日満文化協会刊行の『通溝』が置かれた。『通
溝』（上下）は旧安東省下輯安にある高句麗時代
の遺蹟調査報告書で、日満文化協会の常任理事に
就いた池内宏らの研究成果でありまた協会として
も大きな文化事業のひとつであった。杉村勇造ら
が展開した満洲国の文化学術事業のある象徴とし
て飾ったというわけであろう。
　展覧会場では長春でコーヒー店を開いていた洋
画家栗原信が出向いての茶菓子の接待もあった。
来場した中国人要人の一人は、こうした日本人遺
愛の文物をこのまま振武殿に遺して日本館にすれ
ばよいと語ったといい、またアメリカの新聞記者
は、ソ連軍が物品の本国への移送に腐心するなか
日本人は引き揚げに際してまでこのように文化財
を残し遺愛の品々とのお別れパーティーの展覧会
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を開くとは、と絶賛したという（江上波夫「序に代
えて－三枝さんと私－」『アジアの人間と遺跡－三枝朝四郎
五〇年の写真記録』）。

振武殿旧影（『国都新京 康徳 9 年版』）　北海道大学附属図
書館所蔵
資料によっては神武殿とあるが、三枝らの回想や『国都新京 
康徳 9年版』には振武殿とありここではそのように記しておく。
「中村與資平記念館別館」には、竣工 1940年、設計宮地二
郎（満洲帝国武道会技師）、施工満洲竹中組、とある。
（http://blogs.yahoo.co.jp/yosihei8jp/60373589.html）
現在は吉林大学関連の学校として使われている。

旧振武殿（2010 年 8 月撮影）
牡丹園（牡丹公園）内にある。この写真を撮影した日にウエ
ディングドレス姿の花嫁がこの建物の前を歩いていた。結婚
記念写真の撮影スポットとして利用されているのだろう。

旧振武殿裏手（2010 年 8 月 23 日）
この日同志街清華路の長春図書館で調査したあとに同志
街を北上し旧順天警察署を過ぎて牡丹園の裏手の通りから
入ったのだが、中国人カメラマンが同じように撮影をしてい
た。反対側が玄関側だと教えてくれた。

　これらの図書や文物について、考古・美術資料

の目録は百部、図書資料の目録は五部を作成して
南京から派遣された国民政府責任者に現物ともど
も手渡し、たいそう感謝されて中国料理の宴に招
かれたという。

４．「文化財処理委員会」の活動
　このように、満洲国建国後、満日文化協会の事務
を執りしきってきた常務主事杉村勇造や、協会嘱託
の三枝朝四郎、満洲国立博物館副館長の藤山一雄、
満洲国立中央図書館籌備処処長だった瀧川政次郎、
そして仕事半ばで亡くなってしまった建国大学助教授
高橋匡四郎らが、満洲国崩壊後のこの時期この境遇
にあってなおかつ書物や美術品を買い集め、目録を
作成して展観し、最後は中国側に手交しようとするこ
うした資料文物の保存･継承に腐心する姿勢は、満
洲国時代における文化事業や図書館・博物館といっ
た領域での活動と底流では共鳴するものがあったと
強く感じる。文化財処理委員会の活動が、非正規の、
半ば私的な活動ではあったが、満洲国の資料収集・
展観・保存という営為の、ある象徴的な総括として
の営為であったと思われるのである。
　というのも、満洲国での文化活動を実際に取り
行なってきた満日文化協会のその〈前史〉が、満
洲事変の戦乱から四庫全書など資料・文物を保全
する過程での満洲国立奉天図書館の設立にあった
こと、また敗戦による日本人引き揚げにあたって
かれらが取り組んだこの文化財処理委員会の文物
保全活動が、いわば協会消滅後の〈後史〉であっ
たと考えた場合、この「文化財処理委員会」の活
動は満洲国の資料収集や展観・保存といった一連
の歴史的営為のひとこまに位置づけてもよいので
はないかと考えるからである。
　そしてこの処理委員会について北村謙次郎は次
のように述べている。

残された本や絵は、その後どうなったか。それらは大部

の目録と共に、無事国民政府たる中国側に引渡された筈

で、中共の世になっても、どこかに保存されているので

はないかと想像する。或いは国展出品の作品と同じく、

逆さになったり、裏返しになったりのまま、空しい塵を
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満日文化協会の『満洲歴朝実録』（水野梅曉『満洲文化を
語る』 支那時報所 1935）より

創設された満洲国立奉天博物館
（水野梅暁『満洲文化を語る』より）

浴びているかもしれないが、それは筆者の深く留意する

ところではない。満洲芸文は独り絵画図書などにとどま

らず、国家壊滅と同時に平家没落の如く土崩瓦解した。

それでよかったのである（北村謙次郎『北辺慕情記』）。

　北村がその回想記の末尾で述べている「それで
よかったのである」という言い回しは、文学者特
有の韜晦した表現ではあろう。しかしながら、そ
こにはずいぶん深い意味が込められており、ずい
ぶんと考えさせられるところだ。
　このことをわたしなりに言い換えてみるとつぎのよ
うになろうか。絵画図書などを含めた満洲芸文は、
国家壊滅と同時に土崩瓦解し、確かにそれで良かっ
たのであった。否、それでも、それは良くはなかっ
たのである。そして、資料・文物は、保存継承され
るべきものではあったが、平家没落のごとく土崩瓦
解し、それはそれで良かった、のかもしれない。否、
国家壊滅となってもそれでもなお資料・文物は残さ
れ継承されるべきものだったのであった。
　まことに相矛盾する言い回しながら、こうした二
面性を併せ持ちながら、資料・文物は、壊されまた
現に遺され続けているということなのかもしれない。

後記
　戦前のある時期、満洲国の国都新京において文化活動に

たずさわり、1945年 8月に終戦をむかえた人たちのうち、

一方では理不尽に蔵書を焼かれた事例、また一方では資料・

文物を収集し目録を作成して展観するというふたつの事例を

取り上げて展示をおこなってみた。資料・文物を収集し保存・

継承するという通例の過程のなかで、これらの事象はいずれ

もその深部に伏流し、また裏面に隠れて存在しているような

性格の出来事である。保存・継承といった正当なる理念か

らするといささか迂回的で変則的な事例ではあるが、「継承」

の裏側にはこうした事象が渦をまいて底流として存在してい

たという事実は忘れられてはならない。

　この展示を企画するにあたって、もうひとり戦後の長春で

襤
ぼ

褸
ろ

を売って生活をしていた作家木山捷平『長春五馬路』

に描かれた戦後の長春、とりわけ城内で商売をしていた木

山の様子を取り上げようかと考えていた。作中では木川正介

と称する木山捷平は、南新京近くの宿舎から毎日のように城

内に通って襤褸を売るのだが、この終戦時長春の様子につ

いて、小説では、通りや建物などが詳しく記述され、その内

容を戦前期新京の地図と照合しながら読み進めるとよく符合

していてまことに興味深く、そのように地図とあわせて読ん

でいくと、終戦時の木山のまた違った姿が読み取れるので

はないかと考えたからであった。

　「はじめに」の部分で述べたように、今回の長春の訪書に

おいては、資料調査以外の時間を、できるだけ「長春の町

歩き」をすると決めて、以前には城内といわれた地域や商埠

地、満鉄附属地を意識して歩いた。京都での日々の大学の

授業でおこなっている「京の町歩き」の経験が生かされたと

思っているのだが、今回の長春においても新旧の地図を頼り

にし、また歴史的事象を念頭において丹念にまわることがで

きた。ただ、先に述べた木山の戦後長春での暮らしについ

ては、この展示の主題とうまく重ね合わせることができずに、

この部分の展示は今回断念した。木山の関係資料も少しは

集めかけているので、また機会をあらためて企画をしてみた

いと考えている。

　戦前期満洲における、そして終戦の時期という大変重

たい主題の展示であったが、このように資料を視覚的な

形式で使用しつつその時代を検討してみるという方法は、

決して軽視されていいわけではあるまいと実感した。こ

の展示が首尾よくいったか不首尾に終わったかは知れな

いのだが、戦前期外地の文化活動といった大きな課題の

一端なりとも提示することはできたのではないかと思っ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　（2011/1/20）
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『最新地番入新京市街地図』（三重洋行　康徳 8年 4月、謙
光社の復刻より）

「大満洲帝国地図」（山崎鋆一郎編輯『満洲の展望』　1934）
「城内の旧城門　崇徳門」（新京特別市公署調査科編『国都

新京　康徳 9年版』滿洲事情案内所　1939）
「長春支那街の雑踏」（絵葉書）
「城外風景　伊通河」（『新京　昭和 8年版』）
「ロシアの建設した寛城子駅」（『国都新京　康徳 9年版』）
菱形の満鉄附属地（『最新地番入新京市街地図　康徳 6年 4
月』）三重洋行　康徳 6年

「長春日本橋通り」（絵葉書）
「新京の銀座街吉野町の盛景」（絵葉書）
「新京銀座吉野町ノ玄関」（熊谷與『躍進の国都　新京名勝

写真帖』天一堂　康徳 10年）
「新京中央通ノ景観」（『躍進の国都　新京名勝写真帖』）
「新京大街ノ偉観」（『躍進の国都　新京名勝写真帖』）
商埠地と城内の北部地域（『最新地番入新京市街地図　康徳

6年 4月』）
「溥儀執政皇帝に即位」（満洲国史編纂刊行会編『満洲国史

　総論』満蒙同胞援護会　1970）
「大満洲百景　新京宮内府正門及興運橋」（絵葉書）
偽満皇宮博物院（旧宮内府、2010年 8月撮影）　　
岡田三郎助の五族協和を表した絵画（『満洲国史 総論』）
「（奉天）満洲国　官吏の養成機関、大同学院」（絵葉書）
「新京法政大学」（『満洲国史　各論』）
「動物園内の鹿群」（『国都新京　康徳 9年版』）
「新京特別市図書館」（『国都新京　康徳 9年版』）
和平大劇院　東北二人旅（旧新京特別市図書館、2010年 8

月撮影）
『書光　第一号』（康徳 10年 5月　『満配月報』改題　満洲書

籍配給）
「満洲国立博物館陳列室の一部」（水野梅曉『満洲文化を語

る』支那時報社　1935）
春誼賓館（2010年 8月撮影）
「新京ヤマトホテル」（絵葉書）
北小路健『古文書の面白さ』新潮社　1984　（新潮選書）
「大連一中校舎」（『われらが心のふるさと　大連一中－大連一

中創立五十周年記念誌 』大連一中校友会　昭和 45年）
『第一回訪日宣詔紀念美術展覧会図録』満洲国通信社　　

1937
津田元徳肖像（津田元徳『満洲事変史』満洲文化協会　

1934
旅順博物館（絵葉書）
大連一中の位置（『大連市案内図』大陸出版会　昭和 10年）

渡部榮『源氏物語律調論　上巻』文學社　1940
渡部榮『源氏物語註釈史　前編－江戸時代初期における堂
上家乃源氏物語研究を中心として（資料）』の表紙

渡部榮『源氏物語註釈史　前編』の本文
「星野長官も作品一々鑑賞」（第一回満洲国美術展覧会、『満

洲日日新聞』昭和 13年 5月 4日、マイクロフィルム）　
「満洲事情案内所」（『復刻版　新京案内』アートランド、原

本は康徳 6年）
勝利広場（旧西公園、2010年 8月撮影）
旧西公園（児玉公園とも、現勝利公園、絵葉書）
恵民路あたりの地図（『最新地番入新京市街地図　康徳 6年

4月』）
「大同広場」（絵葉書）
中国人民銀行（旧満洲中央銀行、2001年 9月撮影）
「大満洲百景　新京日本橋」（絵葉書）
勝利大街（旧日本橋通り、2010年 8月撮影）
「満洲国新京名所支那街」（絵葉書）
城内の地図（『最新地番入新京市街地図　康徳 6年 4月』）
三枝朝四郎「新京の夜景」（『フォトタイムズ』第 17巻第 2
号　昭和 15年 2月）廣庭基介氏提供

図書館図書整理ノ為杉村勇三
（ママ）

出張ノ件　昭和 7年
8月（JACAR（ アジ ア 歴 史 資 料 センター）　Ref. 
B05016060200（12画像目）　日満文化協会関係雑件
満州国立図書館関係（H.6.2）外務省外交史料館

旧大興ビル（2010年 8月撮影）
旧大興ビル（『復刻版　新京案内』康徳 6年　1939年）
『第一回満洲国美術展覧会図録』満日文化協會　1938
長春市第 48中学校（旧八島小学校、2010年 8月撮影）
「旧八島小学校」（『新京附属地写真帖』　満洲鉄道株式会社

地方部　1934）
「南湖」（『国都新京　康徳 9年版』）
総務司長藤山一雄の肖像写真（『実業部月刊　第 1号』実業
部總務司　大同元年）

カット2点（『実業部月刊　第 1号』実業部總務司　大同元年）
『建国大学要覧　康徳 8年度』（建国大学編　建国大学 1939）
助教授高橋匡四郎の名前がみえる（『建国大学要覧　康徳 8
年度』）

「建国大学」（『復刻版　新京案内』康徳 6年　1939年）
「振武殿旧影」（『国都新京　康徳 9年版』）
旧振武殿　（2010年 8月撮影）
旧振武殿裏手（2010年 8月撮影）　　
満日文化協会の『満洲歴朝実録』（水野梅暁『満洲文化を語
る』　支那時報社　1935）

創設された満洲国立奉天博物館（水野梅暁『満洲文化を語る』）
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